
国
保
は
、
派
遣
や
パ
ー
ト
、

高
齢
者
な
ど
所
得
の
少
な
い
人

が
多
く
加
入
し
て
お
り
、
調
布

市
で
は
国
保
加
入
世
帯
の
な
か

で
、
所
得
２
０
０
万
以
下
の
世

帯
が
７
３･

２
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

国
保
の
場
合
、
会
社
の
健
康

保
険
と
違
っ
て
事
業
主
の
負
担

が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
代

わ
り
に
国
や
東
京
都
、
市
が
負

担
し
て
き
ま
し
た
が
、
国
が
国

保
へ
の
補
助
を
削
減
し
て
き
た

た
め
に
、
調
布
市
を
は
じ
め
全

国
の
地
方
自
治
体
は
独
自
の
補

助
を
お
こ
な
っ
て
国
保
を
支
え

て
い
ま
す
。

今
回
の
値
上
げ
案
は
、
均
等

割
り
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
低
所
得
者
ほ
ど
値
上

げ
率
が
高
く
な
り
、
ケ
ー
ス
に

よ
っ
て
は
、
所
得
の
１
割
、
年

収
の
ほ
ぼ
一
か
月
分
に
相
当
す

る
国
保
税
を
課
す
も
の
で
す
。

市
民
の
負
担
は
国
保
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
昨
年
の
消
費

税
８
％
へ
の
増
税
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
場
合
は
、
昨
年
か

ら
介
護
保
険
料
が
値
上
が
り
し

て
い
ま
す
の
で
、
今
回
の
増
税

は
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る

も
の
と
な
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
の
い
び
匡
利
市

議
は
、
昨
年
の
第
４
回
定
例
会

で
、
国
保
に
つ
い
て
と

り
あ
げ
、
本
来
、
国
が

国
保
へ
の
補
助
を
減
ら

し
て
き
た
こ
と
が
国
保

財
政
を
圧
迫
し
て
い
る

根
本
問
題
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
。
そ
の
上
で
現

実
に
市
民
の
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
は
、
市
が

負
担
し
て
国
保
税
の
値

上
げ
を
抑
制
す
る
こ
と

を
強
く
求
め
ま
し
た
。
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低所得者の暮らしを圧迫する

＊
「
調
布
市
小
型
航
空
機
墜

落
事
故
に
よ
る
生
活
再
建
支

援
資
金
貸
付
条
例
」
と
、
そ

の
実
施
に
必
要
な
予
算
を
計

上
し
た
補
正
予
算
案
が
提
案

さ
れ
、
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
７
月
に
発

生
し
た
小
型
機
墜
落
事
故
で

被
害
を
受
け
た
市
民
に
対
し
、

住
宅
の
建
替
え
等
の
資
金
を

貸
し
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

生
活
再
建
を
支
援
す
る
た
め

の
も
の
で
す
。

被
害
者
へ
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
市
議
会
全
会
派
の
幹

事
長
が
合
同
で
、
市
長
に
対

し
て
申
し
入
れ
を
行
っ
て
い

た
も
の
で
す
。

＊
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
実
施

に
関
連
す
る
条
例
に
つ
い
て

は
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
年
金
情

報
流
出
の
よ
う
な
事
故
が
起

こ
り
か
ね
ず
、
市
民
の
個
人

情
報
を
守
る
点
で
問
題
が
あ

る
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
条
例

案
に
反
対
し
ま
し
た
。

雨宮 幸男

４８７－８４６４

むとう 千里

４４４－８２０６

いび 匡利

４８６－４８４５

●毎月第３月曜日

●場所 市役所共産党控室

●井口弁護士(武蔵野法律事務所)

＊事前に予約してください

日本共産党議員団控室 481-7280

あるいはもよりの市議会議員へ

国
が
補
助
を
減
ら
し
て
き
た
こ
と
が
国
保
会
計
を
圧
迫

ー
市
は
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
い
っ
そ
う
の
努
力
を

調布市議会平成27年第４回定例会の主な議案

小型機墜落事故の被害者支援へ
調布市が貸付金を創設

日本共産党調布市議団は、昨年

の11月20日、長友市長に対して、

2016年度の予算編成に向けての要

望書を提出しました。

社会保障の切り捨てや消費税増

税などの負担増に対して、くらし

第1を堅持した予算編成を求めま

した。具体的には、子どもの貧困

対策、保育園の待機児解消、介護

施設を民間まかせにせず、市でつ

くることなど、市政全般について

要望と提案をおこなっています。

2016年度の予算編成について
要望書を長友市長に提出

日本共産党調布市議団

jcp-choufu@nifty.com 日本共産党調布市議員団のホームページはこちら 日本共産党調布市議員団 検索

調
布
市
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
増
税
を
、
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
諮
問
、
値
上
げ

案
が
了
承
さ
れ
た
こ
と
で
、
３
月
議
会
に
議
案
と
し
て
提
案
し
、
新
年
度
か
ら
値
上
げ
を
実
施

す
る
予
定
で
す
。
値
上
げ
案
は
、
国
保
税
の
均
等
割
を
８
９
０
０
円
か
ら
１
０
５
０
０
円
に
、

所
得
割
の
税
率
を
７
・
９
４
％
か
ら
、
８
・
３
７
％
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
、
所
得
の
少
な
い

人
ほ
ど
、
値
上
げ
率
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

岸本なお子

４４２－８７５１

国保税増税は認められない
【値上げの例】

夫婦40歳子15歳 夫の給与収入のみ

年収300万(所得192万)の場合

現行の国保税 223.700円

値上げ後 261.600円

＊年間所得の１割以上、１ヶ月分の

収入を上回る額が保険税です。

国保加入世帯の73.2％が

所得２００万以下

＊国民健康保険運営協議会に出された資料より

【国保に入っている世帯の所得は？】

(＊)



い
び
市
議
は
、
調
布
飛
行
場
で
は
、
小
型
機
の
事

故
が
日
本
一
多
い
こ
と
を
指
摘
。(

平
成
13
年
度
以

降
の
、
飛
行
場
内
及
び
飛
行
場
周
辺
の
事
故
を
集
計
）

さ
ら
に
、
調
布
飛
行
場
の
離
陸
回
数
は
、
管
制
官

を
配
置
し
て
い
な
い
全
国
53
の
飛
行
場
の
中
で
日
本

一
多
い
こ
と
も
明
ら
か
に
し
て
、
事
故
を
減
ら
す
た

め
に
は
、
自
家
用
機
だ
け
で
な
く
事
業
用
機
も
含
め

て
、
離
発
着
回
数
の
抜
本
的
な
削
減
を
都
に
求
め
る

べ
き
で
あ
る
と
質
問
し
ま
し
た
。

行
政
経
営
部
長
は｢

都
の
管
理
責
任
の
も
と
、
徹

底
的
な
安
全
対
策
を
強
く
求
め
る｣

と
答
え
ま
し
た
。

介
護
保
険
の
利
用
料
負
担
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、

介
護
保
険
利
用
料
が
２
割
負
担
に
増
え
た
こ
と
で
、

支
払
い
に
困
っ
て
い
る
市
民
の
声
を
紹
介
。

自
営
業
者
の
場
合
、
融
資
の
返
済
を
し
な
が
ら
事

業
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、
所
得
が
あ
っ
て
も
生
活
が

苦
し
い
場
合
が

あ
り
、
生
活
の

実
態
に
み
あ
っ

た
負
担
軽
減
の

制
度
を
検
討
す

る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。

子
ど
も
の

貧
困
が
問
題

に
な
っ
て
い

ま
す
。
む
と

う
議
員
は
、

①
児
童
扶
養

手
当
や
就
学

援
助
な
ど
現

在
実
施
し
て
い
る
諸
制
度
を
必
要
な
市
民
が
も
れ
な

く
利
用
で
き
る
よ
う
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
窓
口
対
応

を
す
る
こ
と
、
手
続
き
の
改
善
、
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
求

め
ま
し
た
。
ま
た
、
②
学
校
に
お
い
て
子
ど
も
・
家

庭
へ
の
支
援
の
充
実
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
各
学
校
へ

の
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
を
提
案
。

③
子
ど
も
の
貧
困
の
実
態
調
査
の
実
施
を
求
め
ま
し

た
。市

の
担
当
部
長
か
ら
は
、
①
市
発
行
の
子
育
て
情

報
誌
「
元
気
に
育
て
調
布
っ
子
」
に
分
か
り
や
す
く

掲
載
す
る
こ
と
、
就
学
援
助
制
度
の
手
続
き
の
改
善
、

②
国
や
東
京
都
の
動
向
を
注
視
す
る
、
③
検
討
す
る

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
学
校
施
設
の
窓
ガ
ラ
ス
の
耐
震
化
を
進

め
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

教
育
部
長
か
ら

は
、
体
育
館
や
校

舎
等
の
改
修
を
行

う
際
に
あ
わ
せ
て

実
施
す
る
と
の
答

弁
で
し
た
。

岸
本
議
員
は
、
安
倍
政
権
の
「
新
３
本
の
矢
」
に

対
す
る
認
識
と
市
民
生
活
を
守
る
た
め
に
社
会
保
障

費
の
増
額
を
求
め
よ
と
要
求
、
『
介
護
離
職
ゼ
ロ
』

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

長
友
市
長
は
「
新
３
本
の
矢
」
は
緊
急
対
策
も
出

さ
れ
た
ば
か
り
で
成
否
を
問
う
段
階
で
は
な
い
と
し

な
が
ら
、
社
会
保
障
制
度
に
伴
う
経
費
は
、
国
が
財

源
を
確
保
す
る
よ
う
市
長
会
を
通
じ
て
要
望
し
て
き

た
と
述
べ
ま
し
た
。

岸
本
議
員
は
、
介
護
現
場
で
働
く
人
や
介
護
を
支

え
る
家
族
の
た
め
の
具
体
策
と
し
て

①
介
護
の
人

材
確
保
に
有
効
な
家
賃
補
助
制
度
の
検
討
を

②
介

護
報
酬
の
引
き
下
げ
に
よ
る
事
業
所
の
閉
鎖
は
深
刻
。

市
内
の
調
査
実
施
を

③
介
護
を
し
な
が
ら
働
く
家

族
の
離
職
ゼ
ロ
実
現
の
た
め
に
、
特
養
老
人
ホ
ー
ム

や
宿
泊
を
伴
う
地
域
密
着
型
の
小
規
模
多
機
能
施
設

の
増
設
を
急
ぐ
べ
き
、
④
働
く
世
代
に
特
化
し
た
介

護
の
相
談
体
制
と
情
報
提
供
の
改
善
を
そ
れ
ぞ
れ
求

め
ま
し
た
。
調
布
市
内
で
は
平
成
27
年
４
月
か
ら
11

月
ま
で
の
間
に
新
規
開
設
９
事
業
所
・
廃
止
は
２
事

業
所
で
す
が
、
市
は
今
年
度
、
全
事
業
所
の
実
態
把

握
を
実
施
す
る
と
表
明
。
平
成
29
年
度
中
に
特
養
１
ヶ

所
。
28
年
度
中
に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
、
認
知

症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
と
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

型
訪
問
介
護
看
護
を
１
か
所
の
開
設
を
予
定
し
、
29

年
度
中
に
看
護
小
規
模
多
機
能
型
・
居
宅
介
護
を
整

備
す
る
予
定
と
述
べ
ま
し
た
。
相
談
体
制
強
化
に
つ

い
て
は
、
現
存
す
る
地
域
福
祉
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
活
用
を
強
め
、
平
日
時
間
が
取
れ
な
い
若
い
世
代

に
対
し
て
も
、

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
や
平

日
以
外
の
相
談

体
制
の
周
知
を

し
て
い
く
と
述

べ
ま
し
た
。

雨
宮
議
員
は
、
①
教
育
委
員
会
の
制
度
変
更
に
伴

う
諸
問
題
、
②
道
路
網
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
生
活

道
路
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

①
教
育
委
員
会
の
制
度
変
更
と
教
育
行
政
で
の
政

治
の
役
割
に
つ
い
て
、
及
び
総
合
教
育
会
議
と
調
布

市
教
育
大
綱
審
議
の
現
状
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

＊
制
度
変
更
は
新
教
育
長
の
創
設
。
法
改
正
後
も
教

育
委
員
会
は
市
長
部
局
か
ら
独
立
し
た
執
行
機
関
で
、

職
務
権
限
も
従
来
ど
お
り
。
こ
れ
ま
で
の
ス
タ
ン
ス

を
変
え
る
考
え
は
な
い
と
の
答
弁
で
し
た
。

＊
地
方
教
育
行
政
法
改
正
を
受
け
て
市
長
と
教
育
委

員
会
が
対
等
に
協
議
・
調
整
を
す
る
た
め
調
布
市
総

合
教
育
会
議
を
設
置
。
教
育
大
綱
は
、
教
育
委
員
会

の
教
育
目
標
等
を
も
と
に
教
育
が
果
た
す
べ
き
役
割

等
に
つ
い
て
議
論
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
手
続

き
中
と
、
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

②
道
路
網
計
画
策
定
の
必
要
性
と
、
既
計
画
路
線

の
廃
止
・
変
更
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
を
求
め
る
と

と
も
に
、
生
活
道
路
の
位
置
づ
け
を
抜
本
的
に
強
め

る
こ
と
、
都
市
計
画
道
路
３
・
4
・
10
号
線
の
延
伸

計
画
を
廃
止
又
は
凍
結
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

＊
都
市
計
画
道
路
と
生
活
道
路
を
一
体
的
な
も
の
と

し
て
道
路
計
画
の
必
要
性
が
生
じ
た
た
め
で
、
総
合

的
な
街
づ
く
り
を
視
野
に
入
れ
、
必
要
性
を
改
め
て

確
認
し
、
変
更
も
視
野
に
入
れ
検
討
す
る
と
の
答
弁

で
し
た
。

＊
都
市
計
画
道
路
整
備
と
生
活
道
路
整
備
は
両
輪
。

体
系
的
・
機
能
的
に
連
携
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
に
向
け
た
整
備
促
進
が
重
要
。
3
・
４
・
10

号
線
は
周
辺
住
民
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、
理
解
を

得
な
が
ら
事

業
を
進
め
る

と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。
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子
ど
も
の
貧
困
対
策

学
校
の
窓
ガ
ラ
ス
耐
震
化

飛
行
機
墜
落
事
故

介
護
保
険
に
つ
い
て

生活道路整備、学校の改修、介護、飛行場問題など質問
いび
匡利

むとう
千里

一般
質問

介
護
で
働
く
人
も
、
家
族
も

離
職
し
な
い
た
め
に

岸本
なお子

道
路
網
計
画
で
生
活
道
路

整
備
の
抜
本
的
強
化
を

雨宮
幸男

戦争法(安全保障関連２法)の廃止を求める意

見書提出についての陳情が、24件市議会に提出

され、日本共産党とチャレンジ調布21、元気派

市民の会、生活者ネットワークが採択を表明、

自民、公明が不採択で、否決されました。

日本共産党は、戦争法が成立したことで、日

本人が戦争やテロに巻き込まれる危険性が高まっ

ていること、その成立過程も強行採決によるも

ので認められず、戦争法を廃止すべきとして採

択を求めました。

自民党は、安保法制は憲法違反ではないと居

直り、公明党は｢高度な政治判断｣であり、違憲

かどうかは最高裁が決めることと述べました。

飛田給駅の踏切の拡幅を求める陳情は、全会

一致で採択されました。これは、飛田給駅の西

側の道路が拡幅されるのに、踏切の部分だけが

極端に狭くあまりにも危険であるとして、踏切

の拡幅を求めるものです。

日本共産党は、当然の要求であるとして採択

を求めました。

市民の願い実現へ奮闘


